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　商学科昼間主コース

別科・専攻科・附置研究所等の名称 開設年月日

認証評価共通基礎データ様式【改正前基準】【大学（専門職大学含む）用】様式１（令和６年５月１日現在）

事 項 記 入 欄 備 考

大 学 の 名 称 横浜商科大学

学 校 本 部 の 所 在 地 神奈川県横浜市鶴見区東寺尾4丁目11番1号

学部・学科等の名称 開設年月日 所　　在　　地

　経営情報学科昼間主コース

備　　　　　　　　　考

専
門
職
学
位
課
程

研究科・専攻等の名称 開設年月日 所　　在　　地

教
育
研
究
組
織

学
士
課
程

商学部 1968年4月1日
1968年4月1日 神奈川県横浜市鶴見区東寺尾4丁目11番1号

　観光マネジメント学科昼間主コース 2015年4月1日 神奈川県横浜市鶴見区東寺尾4丁目11番1号
1974年4月1日 神奈川県横浜市鶴見区東寺尾4丁目11番1号

大
学
院
課
程

研究科・専攻等の名称 開設年月日 所　　在　　地

所　　在　　地

学生募集停止中の学部・研究科等

別
科
等

備　　　　　　　　　考

備　　　　　　　　　考

備　　　　　　　　　考

□□学部□□学科（　　年度学生募集停止、在学生数　　人）
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共用 共用する他の学校等の専用

校
　
　
舎
　
　
等

区　　　分 基準面積 専用

商学部 45 室

その他 ― 496.53 ㎡

実験演習室 情報処理学習施設 語学学習施設

0 室

教
員
研
究
室

学部・研究科等の名称 室　　　数

室

冊

席

図書館等の名称

図書館

電子ジャーナル〔うち国外〕

180,872 26,934 冊 1,358 166 種 267 129 種

教
員
組
織

学
士
課
程

学部・学科等の名称
専　　任　　教　　員　　等

非常勤教
員

専任教員一人あ
たりの在籍学生

数教授 准教授 講師 助教 計 基準数 助手うち教授数

商学部 24 12 3 0 39 41 26 ―

商学部商学科 12 4 2 0 18 10 7 0 ―

人

　　  観光マネジメント学科 4 5 0 0 9 8 5 0 ―

　　　経営情報学科 8 3 1 0 12 8 5 0 ―

―

計 24 12 3 0 39 41 26 0

（大学全体の収容定員に応じた教員数） ― ― ― ― ― 15 9 0

　
施
設
・
設
備
等

校
地
等

区　　　分 基準面積 専用 共用 共用する他の学校等の専用 計

校舎敷地面積 ― 25,792.44 ㎡ ㎡ ㎡ 25792.44

運 動 場 用 地 ― 29,339.84 ㎡

図書〔うち外国書〕 学術雑誌〔うち外国書〕

㎡ ㎡ 29339.84

校地面積計 ㎡ 55132.28 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 55132.28

計

校舎面積計 6280 ㎡ 17,540.45 ㎡ ㎡ ㎡ 17540.45

室

室

教
室
等
施
設

区　　　分 講義室 演習室

つるみキャンパス教室等施設 33 10

室 室

室 0 室 0 室

室 室 室 室 室

室 室 室

図
書
館
・
図
書
資
料
等

図書館等の名称 面積 閲覧座席数

図書館 1,113.11 ㎡ 105 席

㎡ 席

㎡

冊 種

1358 166 種 267 129

種 種

種

備　　　考

令和6（2024）年9月着任
教授1名、准教授2名

備 考

種

体育館 面積

つるみキャンパス 1388.17 ㎡

㎡

計 180872 26934 冊



学
部
名

学
科
名

項目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
入学定員に対
する平均比率

志願者数 831 600 339 333 337
合格者数 220 219 221 324 270

入学者数(A) 206 201 163 190 182
入学定員(B) 145 145 145 145 180

入学定員充足率（A/B） 142% 139% 112% 131% 101%
在籍学生数(C) 777 809 769 757 732
収容定員(D) 592 592 592 592 627

収容定員充足率（C/D） 131% 137% 130% 128% 117%
志願者数 244 118 83 126 94
合格者数 76 66 81 126 88

入学者数(E) 62 54 49 64 62
入学定員(F) 70 70 70 70 70

入学定員充足率（E/F） 89% 77% 70% 91% 89%
在籍学生数（G) 305 282 249 239 229

収容定員(H) 288 288 288 288 288
収容定員充足率（G/H） 106% 98% 86% 83% 80%

志願者数 389 336 183 189 139
合格者数 121 123 128 142 107

入学者数(E) 73 107 85 91 96
入学定員(F) 80 80 80 80 80

入学定員充足率（E/F） 91% 134% 106% 114% 120%
在籍学生数（G) 314 344 337 358 375

収容定員(H) 320 320 320 320 320
収容定員充足率（G/H） 98% 108% 105% 112% 117%

志願者数 1,464 1,054 605 648 570
合格者数 417 408 430 592 465

入学者数（I) 341 362 297 345 340
入学定員（J) 295 295 295 295 330

入学定員充足率（I/J） 116% 123% 101% 117% 103%
在籍学生数（K) 1,396 1,435 1,355 1,354 1,336
収容定員（L) 1,200 1,200 1,200 1,200 1,235

収容定員充足率（K/L） 116% 120% 113% 113% 108%

認証評価共通基礎データ様式【改正前基準】【大学（専門職大学含む）用】様式２（令和６年５月１日現在）

備　考
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合　計

112%



＜編入学＞

学
部
名

学
科
名

項目 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

入学者数（２年次） 0 0 0 0 0
入学定員（２年次） 0 0 0 0 0
入学者数（３年次） 2 1 1 1 4
入学定員（３年次） 6 6 6 6 6
入学者数（４年次） 0 0 0 0 0
入学定員（４年次） 0 0 0 0 0
入学者数（２年次） 0 0 0 0 0
入学定員（２年次） 0 0 0 0 0
入学者数（３年次） 2 0 1 0 0
入学定員（３年次） 4 4 4 4 4
入学者数（４年次） 0 0 0 0 0
入学定員（４年次） 0 0 0 0 0
入学者数（２年次） 0 0 0 0 0
入学定員（２年次） 0 0 0 0 0
入学者数（３年次） 0 0 0 0 0
入学定員（３年次） 0 0 0 0 0
入学者数（４年次） 0 0 0 0 0
入学定員（４年次） 0 0 0 0 0

入学者数（２年次） 0 0 0 0 0
入学定員（２年次） 0 0 0 0 0
入学者数（３年次） 4 1 2 1 4
入学定員（３年次） 10 10 10 10 10
入学者数（４年次） 0 0 0 0 0
入学定員（４年次） 0 0 0 0 0

備　考

商
学
部

商
学
科

観光
マネジメント

学
科

経営情報
学
科

商　学　部
合　計



表F－1
理事長名、学長名等

理事長名 学長名

商学部長 小島　敏明

大学
事務局長名

貫洞　玲子

①　学部長、研究科長はすべての学部、研究科において記載すること。

②　大学事務局長の欄には、大学事務局長又は相当者を記載すること。

学部長名

研究科長名

清水　雅彦 羽田　功



表F－2
附属校及び併設校、附属機関の概要 該当なし

名　　　称 開設年月日 所　在　地 機関の長

 〒

 〒

 〒

 〒

 〒

 〒

①　同一法人内の附属校（幼稚園、小・中学校、高等学校、短期大学等）及び併設校がある場合はすべて記載すること。

②　附属機関（附属病院、附属研究所、博物館等）がある場合はすべて記載すること。ただし、図書館は除くこと。



表F－3
外部評価の実施概要

評価機関名 評価時期(　年　月) 機関別・プログラム別 備考

公益財団法人日本高等教育評価機構 2018/3/31 大学機関別認証評価

②  評価時期には、評価結果を受け取った時期を記載すること。また、進行中の場合も記載し、その旨を備考に記載すること。

①　認証評価を含め、JABEE（日本技術者教育認定機構）、ISO（環境、情報セキュリティー等）、その他第三者評価等の外部評価を受けた実績
    がある場合はすべて記載すること。



表2－1
学部、学科別在籍者数（過去5年間）

在籍者数 留学生数
社会人
入学

学生数

帰国
生徒数

在籍者数 留学生数
社会人
入学

学生数

帰国
生徒数

在籍者数 留学生数
社会人
入学

学生数

帰国
生徒数

（人） （内数／人） （内数／人） （内数／人） （人） （内数／人） （内数／人） （内数／人） （人） （内数／人） （内数／人） （内数／人）

商学科 777 61 0 0 809 48 0 0 769 63 0 0
観光ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 304 23 0 0 282 17 0 0 249 19 0 0
経営情報学科 314 13 0 0 344 10 0 0 337 11 0 0
貿易・観光学科 1 0 0 0 0 0 0 0 1355 93 0 0

1396 97 0 0 1435 75 0 0 0 0 0

【学部合計】
1396 97 0 0 1435 75 0 0 1355 93 0 0
1396 97 0 0 1435 75 0 0 1355 93 0 0

在籍者数 留学生数
社会人
入学

学生数

帰国
生徒数

在籍者数 留学生数
社会人
入学

学生数

帰国
生徒数

（人） （内数／人） （内数／人） （内数／人） （人） （内数／人） （内数／人） （内数／人）

商学科 757 56 0 0 732 36 0 0
観光ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 239 10 0 0 229 4 0 0
経営情報学科 358 7 0 0 375 3 0 0

1354 73 0 0 1336 43 0 0

【学部合計】
1354 73 0 0 1336 43 0 0
1354 73 0 0 1336 43 0 0

①　秋学期入学の場合は、別に記入欄を設けて記載すること。

②　社会人及び帰国生徒は入試形態による、留学生は在留資格「留学」を持つ外国人学生をいう。科目等履修生等は含めないこと。

商学部

学部 学科

令和2年度 令和3年度 令和4年度

商学部合計

商学部

商学部合計

総合計

総合計

商学部合計

令和5年度 令和6年度

学部 学科 備考

商学部合計



表2－2
研究科、専攻別在籍者数（過去3年間） 該当なし

修士課程

在籍者数 留学生数
社会人
入学

学生数
在籍者数 留学生数

社会人
入学

学生数
在籍者数 留学生数

社会人
入学

学生数

（人） （内数/人） （内数/人） （人） （内数/人） （内数/人） （人） （内数/人） （内数/人）

専攻

専攻

専攻

専攻

専攻

専攻

専攻

専攻

博士課程

在籍者数 留学生数
社会人
入学

学生数
在籍者数 留学生数

社会人
入学

学生数
在籍者数 留学生数

社会人
入学

学生数

（人） （内数/人） （内数/人） （人） （内数/人） （内数/人） （人） （内数/人） （内数/人）

専攻

専攻

専攻

専攻

専攻

専攻

専攻

専攻

①　秋学期入学の場合は、別に記入欄を設けて記載すること。

令和4年度

②　社会人は入試形態による、留学生は在留資格「留学」を持つ外国人学生をいう。研究生、科目等履修生等は含めないこと。

令和5年度 令和6年度

令和5年度 令和6年度

研究科 専攻

令和4年度

研究科

研究科合計

研究科

研究科

研究科合計

研究科合計

研究科

研究科合計

研究科 専攻



表2－3
学部、学科別退学者数及び留年者数の推移（過去3年間）

【退学者】

1年次 2年次 3年次 4年次 合計 1年次 2年次 3年次 4年次 合計 1年次 2年次 3年次 4年次 合計

商学科 4 8 8 8 28 5 5 6 14 30 8 4 6 12 30
観光マネジメント学科 1 0 3 2 6 2 2 1 1 6 3 3 0 6 12

経営情報学科 0 0 3 5 8 3 3 7 6 19 2 4 2 4 12

5 8 14 15 42 10 10 14 21 55 13 11 8 22 54

5 8 14 15 42 10 10 14 21 55 13 11 8 22 54

③　毎年度3月31日現在の退学者数を記載すること。

【留年者】

1年次 2年次 3年次 4年次 合計 1年次 2年次 3年次 4年次 合計 1年次 2年次 3年次 4年次 合計

商学科 0 0 0 13 13 0 0 0 16 16 0 0 0 18 18
観光マネジメント学科 0 0 0 6 6 0 0 0 14 14 0 0 0 8 8
経営情報学科 0 0 0 12 12 0 0 0 16 16 0 0 0 8 8

0 0 0 31 31 0 0 0 46 46 0 0 0 34 34
0 0 0 31 31 0 0 0 46 46 0 0 0 34 34

令和4年度 令和5年度令和3年度
学部 学科

商学部

商学部計

②　医、歯、薬、獣医学部（あるいは獣医（関係）学科をもつ学部）の場合には、6年次まで作成すること。

①　退学者数には、除籍者も含めること。

合　　　計

合　　　計

①　留年者には、休学や留学によって進級が遅れた者は含めないこと（進級要件を設定していない大学で、2年次に留学もしくは

       休学した学生が、4年で卒業できず、留年となった場合は2年次、4年次のいずれの留年者数にも含めないこと）。

令和6年度
学部 学科

商学部計

令和4年度 令和5年度

商学部



表2－4
就職相談室等の状況

キャリアセンター 7 5 8 : 45 ～ 17:00

①　学部、キャンパスごとに分かれている場合は、おのおのの学部、キャンパスごとに記載すること。

②　スタッフの種類（教員、職員等）を備考欄に記載すること。

③　週当たりの開室日数については学期中の週当たりの実際開室日数を記載すること。
④　開室時間については学期中の平日における開室時間を記載すること。

備　考名称 開室時間スタッフ数
開室日数
週当たり



表2－5
就職の状況（過去3年間）
【学部】

卒業者数
(人)

就職
希望者数

就職者
数

就職率
( % ) 求人社数

卒業者数
(人)

就職
希望者数

就職者
数

就職率
( % ) 求人社数

卒業者数
(人)

就職
希望者数

就職者
数

就職率
( % ) 求人社数

商学科 179 139 125 89.9% 173 144 139 96.5% 181 166 157 94.6%
観光ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 75 62 56 90.3% 68 64 62 96.9% 60 53 50 94.3%
貿易観光学科 0 0 0 0% 0 0 0 0% 0 0 0 0%
経営情報学科 83 69 63 91.3% 51 48 48 100.0% 67 59 55 93.2%

337 270 244 90.4% 13,433 292 256 249 97.3% 16,117 308 278 262 94.2% 12,267
337 270 244 90.4% 13,433 292 256 249 97.3% 16,117 308 278 262 94.2% 12,267

【研究科】

修了者数
(人)

就職
希望者数

就職者
数

就職率
( % ) 求人社数

修了者数
(人)

就職
希望者数

就職者
数

就職率
( % ) 求人社数

修了者数
(人)

就職
希望者数

就職者
数

就職率
( % ) 求人社数

①　就職率は就職希望者に対し、実際に就職した就職者の割合を記載すること。

13,433 16,117

令和5年度
専攻

令和3年度 令和4年度

12,267

②　学部、研究科について記載すること（通信教育は記載不要）。ただし、通信教育課程のみの大学の場合は、この表に準じて記載すること。

令和3年度 令和4年度

　　合　　　　計

令和5年度
学部 学科

商学部計

　　合　　　　計

研究科

商学部



表2－6
卒業後の進路先の状況（前年度実績）

人数(人) ( % ) (人) ( % ) (人) ( % ) (人) ( % ) (人) ( % ) (人) ( % )
農業、林業 0 0.0%
漁業 0 0.0%
鉱業、採石業、
砂利採取業

0 0.0%

建設業 7 2.3%
製造業 16 5.2%
電気・ガス・
熱供給・水道業

3 1.0%

情報通信業 19 6.2%
運輸業、郵便業 22 7.1%
卸売・小売業 65 21.1%
金融・保険業 9 2.9%
不動産業、
物品賃貸業

13 4.2%

学術研究、専門・技
術サービス業

19 6.2%

宿泊業、
飲食サービス業

22 7.1%

生活関連サービス
業、娯楽業

11 3.6%

教育、学習支援業 6 1.9%
医療、福祉 8 2.6%
複合サービス事業 1 0.3%
その他サービス業 32 10.4%
公務 4 1.3%
上記以外 5 1.6%

就職者合計 262 85.1%
他の大学 1 0.3%
他の高等教育機関 3 1.0%
自大学院 0 0.0%
他大学院 1 0.3%

進学者合計 5 1.6%
その他 無業者・未定者 41 13.3%

卒業者・修了者合計 308 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

①　「人数」欄は、学部、研究科ごとの進路先への人数を記載すること。

②　各学部、研究科の卒業者、修了者の合計に対する各進路先の人数をパーセンテージで算出し、記載すること。

③　就職の項目にある「上記以外」の例：NGO団体、国際機関など。

④　就職しつつ進学した場合は、先に決定したほうに記載すること。

研究科（修士課程） 研究科（博士課程）

⑤　学部、研究科について記載すること（通信教育は記載不要）。ただし、通信教育課程のみの大学の場合は、この表に準じて記載すること。

進学

研究科（修士課程） 研究科（博士課程）商学部 学部

就職



表2－7
大学独自の奨学金給付・貸与状況（授業料免除制度）（前年度実績）

奨学金の名称
学内・学外

の別
給付・貸与

の別

支給対象
学生数

( a )

在籍学生
総数
( b )

在籍学生総数に
対する比率
a / b*100

月額支給
総額
( c )

1件あたりの
月額支給額

c / a

備考
(授業料免除制度がある場合は、

その基準を記載すること。)

横浜商科大学特待生
【資料1】

学内 給付 9 1354 0.6647% 540,000 60,000

2年次以上の学生であって、前年
度において履修登録ができる上限
単位の80％以上を修得し、そのう

ちA+及びAの単位数合計が75％
以上を占める者のうち、各学年各
学科GPAが最も高い者。

資格取得特待生
【資料2】

学内 給付 2 1354 0.1477% 560,000 280,000
本学入学後に日本商工会議所主
催簿記検定試験1級を取得した者、
又は税理士試験科目合格した者

資格取得奨励奨学金
【資料3】

学内 給付 33 1354 2.4372% 1,270,000 38,485 本学で定める所定の資格試験に合
格した者

留学生減免
【資料4】

学内 給付 28 49 57.1429% 3,024,000 108,000

入学時に私費外国人留学生として
入学した者。
経済的に修学困難な私費外国人
留学生の内、入学した学期の翌学
期以降、当該学期の直前の学期の
成績評価がGPA2.5以上であった
者。
※「私費外国人留学生」とは、横浜
商科大学に入学した留学生のう
ち、「留学」の在留資格を有する者
をいう。



入学金免除・給付奨学生
【資料5】

学内 免除・給付 43 345 12.4638% 975,000 22,674

入学時に以下のいずれかに該当す
る者。
(1）学校推薦型選抜「指定校一般」
「指定校在勤」入試の合格者のうち
評定平均値が4.3以上の者（全額免
除）
(2)学校推薦型選抜「横浜商科大学
高等学校」入試の合格者のうち評
定平均値が4.0以上の者
(3)学校推薦型選抜「留学生指定
校」入試の合格者（全額免除）
(4)入学試験の受験時に高等学校
等に在学していた者に限り、入学時
までに、次に掲げる全国商業高等
学校協会主催の検定試験3種目以
上に合格してる者（全学給付）
ア 簿記実務検定試験1級
イ 商業経済検定試験1級
ウ 会計実務検定試験（財務会計・
財務諸表分析・管理会計のうち、2
科目以上合格）
エ 珠算・電卓実務検定試験1級（そ
ろばん）
オ 珠算・電卓実務検定試験1級
（電卓）
カ ビジネス文書実務検定試験1級
キ 情報処理検定試験1級（プログラ
ミング部門）
ク 情報処理検定試験1級（ビジネス
情報部門）
ケ 英語検定試験1級
(5)海外協定校から受験した編入学
試験の合格者のうち、日本国際教
育支援協会・国際交流基金主催の



授業料免除・給付奨学生
【資料6-1,6-2】

学内 免除・給付 68 1354 5.0222% 3,015,000 44,338

本学への入学時までに以下のいず
れかに該当する者。
(1)総合型選抜「奨学生」入試の合
格者（全額免除）
(2)一般選抜入試A日程、一般選抜
「大学共通テスト試験利用選抜」入
試A及びB日程合格者のうち、成績
上位10％以内の者（半額免除）
(3)日本商工会議所主催の簿記検
定試験2級合格者（半額免除又は
給付）
(4)ヨーロッパ言語共通参照枠
CEFR「B1」以上取得者（半額免除
又は給付）

学費免除・給付奨学生 学内 免除・給付 0 345 0.0000% 0 0

本学への入学時までに以下のいず
れかに該当する者。

(1)日本商工会議所主催の簿記検

定試験1級合格者（全額免除又は
給付）
(2)税理士試験科目のいずれかを
合格した者（全額免除又は給付）

②　在籍学生総数は前年度全体の学生数で、卒業生を含んだ人数（3月31日現在）を記載すること。

③　奨学金の名称の欄は、種類別等のタイトルごとにまとめて記載すること。

⑤　留学生や特別な支援が必要な学生に対する奨学金、授業料免除等がある場合は、記載すること。

⑥　授業料免除制度がある場合は、その基準を備考に記載すること。

⑦　学部・大学院共通、学部対象、大学院対象など、大きな区分で記載すること。

⑧　年次支給の場合も、月額支給額を算出して記載すること。

⑨　一つの奨学金等に複数の種類や実施方法がある場合、種類や方法別にすべて記載すること。

①　前年度実績をもとに記載すること。

④　学部学生、大学院学生、新入生、留学生等に限定した奨学金等については、「在籍学生総数」欄には学部学生、大学院学生、新入生、留学生等
　　の総数のみ記載すること。



表2－8
学生の課外活動への支援状況（前年度実績）

件数 金額 1件あたりの金額 件数 支援の方法を具体的に記載

サークル活動 25 4,825,255 193,010
ボランティア活動 - - - - -

起業活動 - - - - -

活動資金支援 その他（資金支援以外の支援策等）



表2－9
学生相談室、保健室等の状況

学生相談室 4 5 10 : 00　～　 17 :00 精神科医（非常勤）臨床心理士（非常勤）１日当たりの勤務者は１名

保健室 4 5 8 : 45　　～　  17 :00 校医（非常勤）保健師（常勤・非常勤）・看護師（非常勤）１日当たりの勤務者は２名

障害学生支援室 1 3 10 : 00　～　 17 :00 精神保健福祉士・社会福祉士（非常勤）

①　学部、キャンパスごとに分かれている場合は、おのおのの学部、キャンパスごとに記載すること。

③　週当たりの開室日数については学期中の週当たりの実際開室日数を記載すること。
④　開室時間については学期中の平日における開館時間を記載すること。

名称 スタッフ数
開室日数
週当たり

開室時間 備　考

②　スタッフの種類（学校医、資格を持ったカウンセラー、看護師、教員、職員等）及び勤務形態（常勤
   ・非常勤の別）を備考欄に記載すること。



表2－10
附属施設の概要（図書館除く） 該当なし

　:　～　:

①　大学設置基準第39条に基づき、学部・学科の教育研究に必要な施設を記入すること。

開館時間等
該当する場合のみ記載

主な用途名称
面積の合計

( ㎡ )
専用・共用

の別
収容人員（総数）

該当する場合のみ記載
スタッフ数

該当する場合のみ記載



表2－11
図書館の開館状況

横浜商科大学図書館 7 5 9 :00 　　～　18  :00
正職員　　　　　2名
非常勤職員　　　2名
アルバイト職員　3名

①　学部、キャンパスごとに分かれている場合は、おのおのの学部、キャンパスごとに記載すること。

②　スタッフの種類（教員、職員等）を備考欄に記載すること。

③　週当たりの開館日数については学期中の週当たりの実際開館日数を記載すること。

④　開館時間については学期中の平日における開館時間を記載すること。

図書館の名称 スタッフ数
開館日数
週当たり

開館時間 備　考



表2－12
情報センター等の状況 該当なし

:    　～　　:

①　学部、キャンパスごとに分かれている場合は、おのおのの学部、キャンパスごとに記載すること。

③　週当たりの開館日数については学期中の週当たりの実際開館日数を記載すること。

④　開館時間については学期中の平日における開館時間を記載すること。

スタッフ数
該当する場合のみ記載

②　コンピュータ台数については学生が利用可能な状態にある情報教育用のコンピュータの台数について記載すること。
　　サーバ用途のコンピュータや倉庫に保管されているなどの遊休状態のものは含めない。

開館時間等情報センター等の名称 座席数
コンピュータ

台数
開館日数
週当たり



表3－1
授業科目の概要

必修 選択 自由 講義 演習 実験・実習 教授 准教授 講師 助教

社会力演習1 1・2・3・4 2 ○ 5 6 1

社会力演習2 1・2・3・4 2 ○ 5 6 1

ＩＣＴリテラシー1 1・2・3・4 2 ○ 4 5 2

ＩＣＴリテラシー2 1・2・3・4 2 ○ 4 5 2

キャリアデザイン1 2・3・4 2 ○ 2 2 1

キャリアデザイン2 2・3・4 2 ○ 2 2 1

キャリアデザイン3A 3・4 2 ○ 1 1

キャリアデザイン3B 3・4 2 ○

キャリアデザイン3C 3・4 2 ○

キャリアデザイン4A 3・4 2 ○ 1 1

キャリアデザイン4B 3・4 2 ○

キャリアデザイン4C 3・4 2 ○

English Conversation1 1・2・3・4 2 ○ 1 1

English Conversation2 1・2・3・4 2 ○ 1 1

English Conversation3 2・3・4 2 ○ 1

English Conversation4 2・3・4 2 ○ 1

文学 1・2・3・4 2 ○ 1

世界史 1・2・3・4 2 ○

日本史 1・2・3・4 2 ○

倫理学 1・2・3・4 2 ○ 1

哲学 1・2・3・4 2 ○ 1

心理学 1・2・3・4 2 ○ 1 1

文化人類学 1・2・3・4 2 ○

社会学 1・2・3・4 2 ○ 1

日本国憲法 1・2・3・4 2 ○ 1

社会心理学 1・2・3・4 2 ○ 1

環境科学 1・2・3・4 2 ○

コンピュータ活用1 1・2・3・4 1 ○

コンピュータ活用2 1・2・3・4 1 ○

スポーツ演習 1・2・3・4 2 ○ 1 1  スポーツマネジメントコース必修

授業形態 専任教員等の配置
備考

商
学
部

学
部
共
通
科
目

社
会
力
基
礎
科
目

総
合
基
礎
科
目

授
業
科
目
の
概
要

授業科目の名称 配当年次
単位数又は時間数



健康科学 1・2・3・4 2 ○ 1  スポーツマネジメントコース必修

現代社会の諸問題A 1・2・3・4 1 ○

現代社会の諸問題B 1・2・3・4 1 ○

中国語会話1 1・2・3・4 2 ○ 1

中国語会話2 1・2・3・4 2 ○ 1

中国語会話3 1・2・3・4 2 ○ 1

中国語会話4 1・2・3・4 2 ○ 1

総合日本語1 1・2・3・4 2 ○ 1  留学生必修

総合日本語2 1・2・3・4 2 ○ 1  留学生必修

総合日本語3 2・3・4 2 ○ 1  留学生必修

総合日本語4 2・3・4 2 ○ 1  留学生必修

国際理解A 1・2・3・4 2 ○ 1

国際理解B 1・2・3・4 2 ○ 1

国際理解C 1・2・3・4 2 ○ 1

国際理解D 1・2・3・4 2 ○ 1

特別講義A1 1・2・3・4 2 ○

特別講義A2 2・3・4 2 ○

特別講義A3 1・2・3・4 2 ○

特別講義A4 1・2・3・4 2 ○ 1

ゼミナール1 2・3・4 2 ○ 13 6 2

ゼミナール2 2・3・4 2 ○ 13 6 2

ゼミナール3 3・4 2 ○ 21 7 2

ゼミナール4 3・4 2 ○ 21 7 2

ゼミナール5 4 2 ○ 17 7 3

ゼミナール6 4 2 ○ 17 7 3

商学基礎 1・2・3・4 2 ○ 1

経済学基礎 1・2・3・4 2 ○ 1 1

会計基礎 1・2・3・4 2 ○ 1 1

マーケティング1 1・2・3・4 2 ○ 3 1

経営学1 1・2・3・4 2 ○ 1

会計学1 1・2・3・4 2 ○ 2 1

民法1 1・2・3・4 2 ○ 1

労働法 1・2・3・4 2 ○

社会保障論 1・2・3・4 2 ○

データサイエンス入門 1・2・3・4 2 ○ 1

経営学2 2・3・4 2 ○ 1

会計学2 2・3・4 2 ○ 2 1

マクロ経済学 2・3・4 2 ○ 1

ミクロ経済学 2・3・4 2 ○ 1

商取引法 2・3・4 2 ○

会社法1 2・3・4 2 ○ 1

知的財産権法 2・3・4 2 ○ 1

統計学 2・3・4 2 ○ 1

データサイエンスとビジネス 2・3・4 2 ○ 1 1

経営学情報学２ 1・2・3・4 2 ○ 1 1  2015～2019年度入学生のみ

授
業
科
目
の
概
要

商
学
部

学
部
共
通
科
目

総
合
基
礎
科
目

学
部
基
礎
科
目

学
部
専
門
科
目



データ・ビジュアラ
イゼーション

2・3・4 2 ○

ボランティア活動演習 1・2・3・4 2 ○ 1

ＮＰＯインターンシップ〔短期〕 1・2・3・4 2 ○ 1

Ｎ Ｐ Ｏ イ ン タ ー ン
シップ〔長期〕

1・2・3・4 4 ○ 1

企業インターンシッ
プA

2・3・4 2 ○ 1

企業インターンシップB 2・3・4 2 ○ 1

英文法基礎 1・2・3・4 2 ○ 1

ビジネス英語初級 1・2・3・4 2 ○ 1

ビジネス英語中級 1・2・3・4 2 ○ 1

異文化理解と実践英語 1・2・3・4 2 ○ 1

English Conversation5 3・4 2 ○ 1

English Conversation6 3・4 2 ○ 1 1  留学生必修

応用日本語1 1・2・3・4 2 ○ 1  留学生必修

応用日本語2 1・2・3・4 2 ○ 1  留学生必修

応用日本語3 2・3・4 2 ○ 1  留学生必修

応用日本語4 2・3・4 2 ○ 1  留学生必修

卒業論文 4 2 ○

横浜企業家研究 1・2・3・4 2 ○ 1

地域課題研究 1・2・3・4 4 ○ 2

特別講義A5 1・2・3・4 2 ○

特別講義A6 1・2・3・4 2 ○ 1

特別講義A7 1・2・3・4 2 ○

特別講義A8 1・2・3・4 2 ○

ビジネスとAI 1・2・3・4 2 ○ 1

情報社会の倫理 1・2・3・4 2 ○ 2

商品企画とeコマース 1・2・3・4 2 ○ 1

アプリ制作 1・2・3・4 2 ○ 1

初級簿記1 1・2・3・4 2 ○ 1 1

初級簿記2 1・2・3・4 2 ○ 1

中級簿記 1・2・3・4 4 ○

上級簿記 1・2・3・4 4 ○

マーケティング2 2・3・4 2 ○ 2

消費者行動論 2・3・4 2 ○ 1

マーケティングリサーチ 2・3・4 2 ○ 1

流通論 2・3・4 2 ○

ロジスティクス論 2・3・4 2 ○ 1

工業簿記 2・3・4 2 ○ 1

管理会計論 2・3・4 2 ○ 1

授
業
科
目
の
概
要

商
学
部

学
部
共
通
科
目

学
部
自
由
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択
科
目

授
業
科
目
の
概
要

商
学
部

商
学
科

学
科
基
本
科
目



グローバルマーケティング 2・3・4 2 ○ 1

デジタルマーケティング 2・3・4 2 ○ 1

ソーシャルメディアマーケティング 2・3・4 2 ○ 1

ブランドマネジメント 2・3・4 2 ○ 1

広告論 2・3・4 2 ○ 1

商品開発論 2・3・4 2 ○ 1

国際物流論 2・3・4 2 ○ 1

保険論 2・3・4 2 ○

インターネットプロモーション演習 2・3・4 2 ○ 1

モバイルアプリ開発の基礎 2・3・4 2 ○ 1

財務諸表論 2・3・4 2 ○ 1

財務諸表分析 2・3・4 2 ○ 1

会計監査論 2・3・4 2 ○ 1

税務会計 2・3・4 2 ○ 1

英文会計 2・3・4 2 ○ 2

経済史 2・3・4 2 ○

民法2 2・3・4 2 ○ 1

会社法2 2・3・4 2 ○ 1

租税法1 2・3・4 2 ○ 1

租税法2 2・3・4 2 ○ 1

デザインマネジメント入門 2・3・4 2 ○

商業施設デザイン 2・3・4 2 ○

グラフィック＆プロダクトデザイン 2・3・4 2 ○ 1

戦略的経営論 2・3・4 2 ○ 1

経営管理論 2・3・4 2 ○

経営組織論 2・3・4 2 ○

人的資源管理論 2・3・4 2 ○ 1

モバイルアプリ開発演習 3・4 2 ○ 1

AIアプリケーションの開発 3・4 2 ○ 1

ビッグデータ解析 3・4 2 ○ 1

グローバルビジネス論 3・4 2 ○

中小企業論 3・4 2 ○

経済政策 3・4 2 ○ 2

金融論 3・4 2 ○ 1

国際経済学 3・4 2 ○ 1

ユニバーサルデザイン 3・4 2 ○

特別講義C1 1・2・3・4 2 ○

特別講義C2 1・2・3・4 2 ○

特別講義C3 1・2・3・4 2 ○

特別講義C4 1・2・3・4 2 ○

授
業
科
目
の
概
要

商
学
部

商
学
科

学
科
専
門
科
目



会社運営の基礎 1・2・3・4 2 ○ 1

ビジネスプラン作成の基礎 1・2・3・4 2 ○ 1

会社運営の実践1 2・3・4 4 ○ 1

会社運営の実践2 2・3・4 4 ○ 1

ビジネスプランニング演習 2・3・4 4 ○

職業指導1 3・4 2 ○

職業指導2 3・4 2 ○

特別講義C5 1・2・3・4 2 ○

特別講義C6 1・2・3・4 2 ○

特別講義C7 1・2・3・4 2 ○

特別講義C8 1・2・3・4 2 ○

観光学 1・2・3・4 2 ○ 1

観光マネジメント 1・2・3・4 2 ○ 1

横浜の観光計画と課題 1・2・3・4 2 ○ 1

横浜リサーチツアー 1・2・3・4 2 ○ 1

観光情報の作成と発信 1・2・3・4 2 ○

観光ビジネスイングリッシュ 1・2・3・4 2 ○

グローバル時代の観光市場 2・3・4 2 ○ 1

ホスピタリティ・マーケティング 2・3・4 2 ○ 1

宿泊ビジネス基礎 2・3・4 2 ○

旅行ビジネス基礎 2・3・4 2 ○

観光交通ビジネス基礎 2・3・4 2 ○ 1

フードビジネス基礎 2・3・4 2 ○ 1

観光資源論 2・3・4 2 ○ 2

観光文化論 2・3・4 2 ○ 1

観光行動論 2・3・4 2 ○ 1

観光産業の異文化マネジメント 2・3・4 2 ○

観光産業のリスクマネジメント 2・3・4 2 ○ 1

持続可能な観光政策 2・3・4 2 ○ 1

コンテンツツーリズム 2・3・4 2 ○ 1

ホテルマネジメント 2・3・4 2 ○ 1

料飲店のマネジメント 2・3・4 2 ○ 1

MICEビジネス 2・3・4 2 ○

イベントビジネス 2・3・4 2 ○

航空サービスと空港のマネジメント 2・3・4 2 ○

レジャー施設のマネジメント 2・3・4 2 ○

観光まちづくり 2・3・4 2 ○ 1

観光地のブランディング 2・3・4 2 ○

コミュニティデザイン 2・3・4 2 ○

外国人観光客がわかる日本語表現 2・3・4 2 ○

横浜中華街の世界 2・3・4 2 ○ 1

横浜・野毛の商いと文化 2・3・4 2 ○ 1

鶴見観光まちづくりの実践 2・3・4 2 ○ 1

日本の古美術と伝統行事 2・3・4 2 ○ 1
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目
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要
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部
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学
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観光実務演習（エアラインの経営） 2・3・4 2 ○

観光実務演習（カフェの経営1） 2・3・4 4 ○

観光実務演習（カフェの経営2） 2・3・4 4 ○

観光商品企画演習（宿泊業と旅行業） 3・4 2 ○

観光商品企画演習（旅行業) 3・4 2 ○

観光地企画演習（国内と海外） 3・4 2 ○ 1

観光地企画演習（海外） 3・4 2 ○ 1

特別講義T1 1・2・3・4 2 ○

特別講義T2 1・2・3・4 2 ○

特別講義T3 1・2・3・4 2 ○

特別講義T4 1・2・3・4 2 ○

ビジネスプラン作成の基礎 1・2・3・4 2 ○ 1

ビジネスプランニング演習 2・3・4 4 ○

特別講義T5 1・2・3・4 2 ○

特別講義T6 1・2・3・4 2 ○

特別講義T7 1・2・3・4 2 ○

特別講義T8 1・2・3・4 2 ○

アプリ制作 1・2・3・4 2 ○ 1

インターネットビジ
ネス

1・2・3・4 2 ○ 1 1  情報マネジメントコース必修

情報セキュリティ 1・2・3・4 2 ○ 1  情報マネジメントコース必修

スポーツビジネス 1・2・3・4 2 ○ 1

地域とスポーツ 1・2・3・4 2 ○

ビジネスとAI 1・2・3・4 2 ○ 1  情報マネジメントコース必修

ユニバーサルデザイ
ン（スポーツ）入門

1・2・3・4 2 ○ 1

商品企画とeコマース 1・2・3・4 2 ○ 1

情報社会の倫理 1・2・3・4 2 ○ 2  情報マネジメントコース必修

地域とスポーツ 1・2・3・4 2 ○  スポーツマネジメントコース必修

倫理社会学1 1・2・3・4 2 ○ 1  スポーツマネジメントコース必修

倫理社会学2 1・2・3・4 2 ○ 1

スポーツと経営 2・3・4 2 ○ 1

経営組織論 2・3・4 2 ○

戦略的経営論 2・3・4 2 ○ 1

マーケティング2 2・3・4 2 ○ 2

マーケティングリサーチ 2・3・4 2 ○ 1

消費者行動論 2・3・4 2 ○ 1

心理学（スポーツ） 2・3・4 2 ○ 1

生理学概論 2・3・4 2 ○

チームマネジメント（コーチング） 3・4 2 ○ 1

経
営
情
報
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科

学
科
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本
科
目

授
業
科
目
の
概
要

商
学
部

授
業
科
目
の
概
要

商
学
部

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

学
科
専
門
科
目

学
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インターネットプロモーション演習 2・3・4 2 ○ 1

モバイルアプリ開発の基礎 2・3・4 2 ○ 1

経営管理論 2・3・4 2 ○

人的資源管理論 2・3・4 2 ○ 1

グローバルマーケティング 2・3・4 2 ○ 1

デジタルマーケティング 2・3・4 2 ○ 1

ソーシャルメディアマーケティング 2・3・4 2 ○ 1

ブランドマネジメント 2・3・4 2 ○ 1

広告論 2・3・4 2 ○ 1

商品開発論 2・3・4 2 ○ 1

デザインマネジメント入門 2・3・4 2 ○

商業施設デザイン 2・3・4 2 ○

グラフィック＆プロダクトデザイン 2・3・4 2 ○ 1

スポーツ企業経営 2・3・4 2 ○ 1

スポーツとまちづくり 2・3・4 2 ○ 1

スポーツツーリズム 2・3・4 2 ○ 1

地域スポーツイベント 2・3・4 2 ○ 1

ユニバーサルデザイン（スポーツ）企画 2・3・4 2 ○ 1

ライフステージ論 2・3・4 2 ○

バイオメカニクス 2・3・4 2 ○ 1

健康づくりのための栄養学 2・3・4 2 ○

モバイルアプリ開発演習 3・4 2 ○ 1

AIアプリケーションの開発 3・4 2 ○ 1

ビッグデータ解析 3・4 2 ○ 1

グローバルビジネス論 3・4 2 ○

中小企業論 3・4 2 ○

ユニバーサルデザイン 3・4 2 ○

スポーツマーケティング 3・4 2 ○ 1

スポーツ法務 3・4 2 ○

スポーツビジネスとファイナンス 3・4 2 ○ 1

横浜のイベント研究 3・4 2 ○ 1

横浜のプロスポーツビジネス 3・4 2 ○ 1

ユニバーサルデザイン（スポーツ）演習 3・4 2 ○ 1

医学概論 3・4 2 ○

特別講義M1 1・2・3・4 2 ○

特別講義M2 1・2・3・4 2 ○

特別講義M3 1・2・3・4 2 ○

特別講義M4 1・2・3・4 2 ○

情報システムとプログラミング１ 2・3・4 2 ○ 1  2015～2019年度入学生のみ

情報システムとプログラミング３ 2・3・4 2 ○ 2  2015～2019年度入学生のみ

情報システムとプログラミング４ 2・3・4 2 ○ 1  2015～2019年度入学生のみ

マルチメディア論 3・4 2 ○ 1  2015～2019年度入学生のみ
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会社運営の基礎 1・2・3・4 2 ○ 1

ビジネスプラン作成の基礎 1・2・3・4 2 ○ 1

会社運営の実践1 2・3・4 4 ○ 1

会社運営の実践2 2・3・4 4 ○ 1

ビジネスプランニング演習 2・3・4 4 ○

健康運動演習（エアロビクス） 2・3・4 2 ○ 1

健康運動演習（水泳） 2・3・4 2 ○

健康運動演習（レジスタンス運動） 2・3・4 2 ○ 1

健康運動演習（ウォーキング・ジョギング） 2・3・4 2 ○ 1

体力測定評価法 3・4 2 ○ 1

トレーニング論 3・4 2 ○ 1

特別講義M5 1・2・3・4 2 ○

特別講義M6 1・2・3・4 2 ○

特別講義M7 1・2・3・4 2 ○

特別講義M8 1・2・3・4 2 ○

教育の思想･歴史及び教育課程 2・3・4 2 ○ 1

教師論 2・3・4 2 ○ 1

教育の行政及び学校経営 2・3・4 2 ○

教育心理学 2・3・4 2 ○ 1

特別支援教育 2・3・4 2 ○

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2・3・4 2 ○ 1

教育方法論 2・3・4 ○

生徒･進路指導の理論と方法 2・3・4 ○ 1
教育相談 2・3・4 ○

教育実習講義 3・4 ○

教育実習 4 ○

教職実践演習 4 2 ○ 1 1

道徳教育の研究 2・3・4 2 ○

青年心理学 2・3・4 2 ○ 1

①　学則に掲載している科目を記載すること。
②　学則に掲載している科目で近年開講していない科目がある場合も記載し、その旨を備考欄に記載すること。

⑤　複数の学科にまたがる科目がある場合は、それらの科目を記載する共通の欄を作成すること。
⑥　導入教育科目やキャリア科目などの全学共通科目については記載する欄を作成すること。

⑧　完成年度を経ていない学部・学科について、開講予定も含んだ全開講科目を記載すること。

⑨　学部のみについて記載すること（研究科、通信教育ともに記載不要）。ただし、通信教育課程のみの大学の場合は、この表に準じて記載すること。

　　大学院大学の場合は、学部を研究科、学科を専攻に読替え、実情に応じて記載すること。
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③　「配当年次」欄には、当該科目を1年次～4年次まで毎年度配当する場合は「1・2・3・4」と記載すること。年次をまたがって授業を行う場合は「○～○」
④　「専任教員配置」欄には、授業科目ごとに、当該授業科目を担当する専任教員の数について、1年間の延べ開講数を問わず実人数を記載すること。同一の

⑦　学部・学科の改組等により、新旧のカリキュラムが併存している場合はすべて記載し、備考欄にはカリキュラムの改訂年度を記載すること。
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表3－2
成績評価基準

学部

点数区分 評価の表示方法( a ) 評価の表示方法 ( b ) 合否

　　　100～90　　点 　A+ 秀

　　　 89～80　　点 A 優

　　　 79～70　　点 B 良

　　　 69～60　　点 C 可

　　　 59～ 0  　点 F 不可

出席不良、受験放棄等 W 評価不能

①　評価の表示方法で「S」または、「秀」がない場合は省略すること。

②　評価の表示方法( a )または( b )が該当しない場合は省略すること。

③　上に示した表が大学の実態に当てはまらない場合は、大学の実態に合わせた独自の表を作成すること。

合格

不合格



表3－3
修得単位状況（前年度実績）

【1年次】

人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 %
商学科 182 0 0.00% 5 2.75% 6 3.30% 32 17.58% 125 68.68% 14 7.69% 0 0.00%
観光マネジメント学科 61 0 0.00% 0 0.00% 4 6.56% 9 14.75% 48 78.69% 0 0.00% 0 0.00%
経営情報学科 89 0 0.00% 0 0.00% 9 10.11% 9 10.11% 68 76.40% 3 3.37% 0 0.00%

332 0 0.00% 5 1.51% 19 5.72% 50 15.06% 241 72.59% 17 5.12% 0 0.00%
332 0 0.00% 5 1.51% 19 5.72% 50 15.06% 241 72.59% 17 5.12% 0 0.00%

内数

学部 学科 休学 留年
商学科 0 0
観光マネジメント 0 0
経営情報学科 0 0

0 0

【2年次】

人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 %
商学科 155 0 0.00% 0 0.00% 4 2.58% 9 5.81% 132 85.16% 8 5.16% 2 1.29%
観光マネジメント学科 44 0 0.00% 1 2.27% 6 13.64% 5 11.36% 30 68.18% 2 4.55% 0 0.00%
経営情報学科 79 0 0.00% 2 2.53% 6 7.59% 9 11.39% 61 77.22% 1 1.27% 0 0.00%

278 0 0.00% 3 1.08% 16 5.76% 23 8.27% 223 80.22% 11 3.96% 2 0.72%
278 0 0.00% 3 1.08% 16 5.76% 23 8.27% 223 80.22% 11 3.96% 2 0.72%

内数
学部 学科 休学 留年

商学科 1 0
観光マネジメント 0 0
経営情報学科 0 0

1 0

＊次ページあり
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【3年次】

人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 %
商学科 190 2 1.05% 3 1.58% 2 1.05% 19 10.00% 152 80.00% 9 4.74% 3 1.58%
観光マネジメント学科 52 1 1.92% 1 1.92% 2 3.85% 7 13.46% 41 78.85% 0 0.00% 0 0.00%
経営情報学科 100 0 0.00% 1 1.00% 4 4.00% 10 10.00% 84 84.00% 1 1.00% 0 0.00%

342 3 0.88% 5 1.46% 8 2.34% 36 10.53% 277 80.99% 10 2.92% 3 0.88%
342 3 0.88% 5 1.46% 8 2.34% 36 10.53% 277 80.99% 10 2.92% 3 0.88%

内数
学部 学科 休学 留年

商学科 1 0
観光マネジメント 1 0
経営情報学科 0 0

2 0

【4年次】

人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 % 人数 %

商学科
195 4 2.05% 91 46.67% 59 30.26% 24 12.31% 16 8.21% 1 0.51% 0 0.00%

観光マネジメント学科 65 2 3.08% 32 49.23% 21 32.31% 8 12.31% 2 3.08% 0 0.00% 0 0.00%
経営情報学科 71 3 4.23% 32 45.07% 18 25.35% 11 15.49% 7 9.86% 0 0.00% 0 0.00%

331 9 2.72% 155 46.83% 98 29.61% 43 12.99% 25 7.55% 1 0.30% 0 0.00%
331 9 2.72% 155 46.83% 98 29.61% 43 12.99% 25 7.55% 1 0.30% 0 0.00%

内数
学部 学科 休学 留年

商学科 1 9
観光マネジメント 0 5
経営情報学科 3 8

4 22

①　卒業年次学生については、実際の卒業（離籍）日時点における数値とする。
②　在籍者数には休学者及び留年者を含み、その内訳を欄外に記載することとする。ただし、当該年度中の退学者は含めない。
③　教職などの卒業要件に関係しない単位についてもカウントすること。
④　改組等により学部・学科の名称等を変更した場合は、新旧の学部・学科名をすべて記載し、その旨を欄外に記載すること。
⑤　累計ではなく、単年度の修得単位数を記載すること。

⑦　医、歯、薬、獣医学系あるいは獣医（関係）学科をもつ学部の場合は、6年次まで表を作成し、記載すること。

商
学
部

51単位以上令和6年3月31日
現在の在籍者

11～20単位
学　科

31～40単位 41～50単位

商
学
部

21～30単位1～10単位0単位

11～20単位0単位

商
学
部

⑥　学部のみについて記載すること（研究科、通信教育ともに記載不要）。ただし、通信教育課程のみの大学の場合は、この表に準じて記載すること。

51単位以上31～40単位 41～50単位21～30単位1～10単位
学　部 学　科

令和6年3月31日
現在の在籍者

商学部計

合計

商
学
部

商学部計

学　部

商学部計

合計
商学部計



表3－4
年間履修登録単位数の上限と進級、卒業（修了）要件（単位数）

商学科 観光マネジメント学科 経営情報学科

1年次 40 40 40

2年次 40 40 40

3年次 40 40 40

4年次 48 40 40

1年次 ― ― ―

2年次 ― ― ―

3年次 ― ― ―

124 124 124

②　単位数以外の進級要件がある場合には、その旨を欄外に記載すること。

③　上に示した表が大学の実態に当てはまらない場合は、大学の実態に合わせた独自の表を作成すること。

商学部　　　　学部・学科

　　年　次

①　医、歯、薬、獣医学系あるいは獣医（関係）学科をもつ学部の場合には、年間履修登録単位数の上限を6年次まで、進級の要件

　　（単位数）を5年次まで作成すること。

④　学部のみについて記載すること（研究科、通信教育ともに記載不要）。ただし、通信教育課程のみの大学の場合は、この表に準じて
　　記載すること。大学院大学の場合は、学部を研究科、学科を専攻に読替えて記載すること。

年間履修登録単位数の上限

進級の要件(単位数)

卒業の要件(単位数)



表4－1
学部、学科の開設授業科目における専兼比率

分類 必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数( a ) 7.86 7.86

兼任担当科目数( b ) 4.14 4.14
専兼比率

( a/(a＋b)*100 )
65.50 65.50

専任担当科目数( a ) 4.00 21.00

兼任担当科目数( b ) 0.00 4.00
専兼比率

( a/(a＋b)*100 )
100.00 84.00

専任担当科目数( a ) 8.86 8.86

兼任担当科目数( b ) 0.14 0.14
専兼比率

( a/(a＋b)*100 )
98.44 98.44

専任担当科目数( a ) 12.00 12.00

兼任担当科目数( b ) 5.00 5.00
専兼比率

( a/(a＋b)*100 )
70.59 70.59

専任担当科目数( a ) 4.00 17.00
兼任担当科目数( b ) 0.00 1.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

100.00 94.44

学部・学科

商学部 学部共通

社会力基礎科目

総合基礎科目

学部基礎科目

学部専門科目

学部自由専門科目



専任担当科目数( a ) 0.00 12.00
兼任担当科目数( b ) 0.00 3.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

0.00 80.00

専任担当科目数( a ) 0.00 26.00
兼任担当科目数( b ) 0.00 10.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

0.00 72.22

 専任担当科目数( a ) 0.00 4.00
兼任担当科目数( b ) 0.00 2.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

0.00 66.67
 専任担当科目数( a ) 0.00 7.00

兼任担当科目数( b ) 0.00 10.00
専兼比率

( a/(a＋b)*100 )
0.00 41.18

専任担当科目数( a ) 4.00 8.00
兼任担当科目数( b ) 0.00 4.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

100.00 66.67
専任担当科目数( a ) 0.00 24.00
兼任担当科目数( b ) 0.00 10.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

0.00 70.59

専任担当科目数( a ) 0.00 9.00
兼任担当科目数( b ) 0.00 1.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

0.00 90.00

商学科

学科基本科目

学科専門科目

学科自由選択科目

教職科目

観光マネジメント学科

学科基本科目

学科専門科目

学科自由選択科目



専任担当科目数( a ) 3.50 16.00
兼任担当科目数( b ) 0.50 5.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

87.50 76.19

専任担当科目数( a ) 0.00 24.00
兼任担当科目数( b ) 0.00 10.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

0.00 70.59

専任担当科目数( a ) 0.00 9.00
兼任担当科目数( b ) 0.00 1.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

0.00 90.00

専任担当科目数( a ) 1.00 16.00
兼任担当科目数( b ) 1.00 5.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

50.00 76.19

専任担当科目数( a ) 0.00 24.00
兼任担当科目数( b ) 0.00 10.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

0.00 70.59

専任担当科目数( a ) 0.00 9.00
兼任担当科目数( b ) 0.00 1.00

専兼比率
( a/(a＋b)*100 )

0.00 90.00

①　学部のみを記載すること。

②　実働している科目数のみを記載すること。卒業要件の可否は問わない。募集停止している学部、学科も、学生が在籍している場合は記載すること。

③　「専任担当科目数」欄は、他学部・大学院研究科・研究所等の専任教員による兼担科目も含めること。

⑤　セメスター制などを採用しており、各学期ごとの状況に差がある場合は、学期ごとに作表すること。

⑥　複数の学部、学科等にまたがる場合は、共通の欄を新たに設けて記載すること。

⑩　大学院大学の場合は、学部を研究科、学科を専攻に読替え、実情に応じて記載すること。

④　「専門教育」欄及び「教養教育」欄は、大学の設定する区分に応じて名称を記載すること。

⑧　実験、実習等一つの科目を兼任教員を含む複数の教員が担当する場合は、人数比による数値を記載すること。（例：専
任 人 兼任 人 担当⑨　小数点以下の端数について、小数点第3位を四捨五入し、小数点第2位まで記載すること。

⑦　同一科目を週複数回実施している場合、同一教員による実施で専任教員が担当する場合は、専任担当科目数が1、兼任教員が担当する場合は、

商学部 経営情報学科

学科基本科目
（情報マネジメント

コース）

学科専門科目
（情報マネジメント

コース）

学科自由選択科目
（情報マネジメント

コース）

学科基本科目
（スポーツマネジメント

コース）

学科専門科目
（スポーツマネジメント

コース）

学科自由選択科目
（スポーツマネジメント

コース）



表4－2
職員数と職員構成（正職員・嘱託・パート・派遣別、男女別、年齢別）

正職員 嘱託

パート

(ｱﾙﾊﾞｲﾄ
も含む)

派遣 合計

人数 37 7 18 5 67

％ 55.2% 10.4% 26.9% 7.5% 100.0%

男
うち

管理職
女

うち
管理職

男女
正職員
合計

管理職

 合計

正職員合計
に対する

年齢別の割合
(%)

20歳代 3 0 2 0 5 0 13.5%

30歳代 5 2 3 0 8 2 21.6%

40歳代 4 2 6 2 10 4 27.0%

50歳代 9 7 2 0 11 7 29.7%

60歳代 2 1 1 0 3 1 8.1%

その他 0 0 0.0%

合計 23 12 14 2 37 14 100.0%

定年

役職定年

選択定年

正職員

歳

歳

63歳 「管理職の定義欄」（記述）
管理職は、マネージャー以上



表5－1
財務情報の公表（前年度実績）

【閲覧の方法】

【その他の開示方法】

学内広報誌 大学機関紙

資金 事業 貸借 資金 事業 貸借 資金 事業 貸借 資金 事業 貸借 資金 事業 貸借 資金 事業 貸借 資金 事業 貸借 資金 事業 貸借

○ ○ ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○

①　財務情報の閲覧の方法を自由筆記すること。

②　【その他の開示方法】について、あてはまる部分に○印を記載すること。

③　受審前々年度決算の資金収支計算書（資金）・事業活動収支計算書（事業）・貸借対照表（貸借）について、受審前年度に公表した
　　ものをすべて記載すること。

閲覧の方法
(自由筆記)

財務情報の閲覧については、閲覧希望者の申請に基づき閲覧日時、場所を通知し閲覧できることとしている。

自己点検・
評価報告書

財務状況に
関する報告書

学内LAN
ホームページ
（ウェブサイト

等）

その他
（一般向けの
経済紙等）

開示請求があれ
ば対応する



表5－2
事業活動収支計算書関係比率（法人全体のもの）

比    率 計算式 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備 　 考
人件費

経常収入

人件費

学生生徒等納付金

教育研究経費

経常収入

管理経費

経常収入

借入金等利息

経常収入

基本金組入前当年度収支差額

事業活動収入

事業活動支出

事業活動収入－基本金組入額

学生生徒等納付金

経常収入

寄付金

事業活動収入

教育活動収支の寄付金

経常収入

補助金

事業活動収入

教育活動収支の補助金

経常収入

基本金組入額

事業活動収入

減価償却額

経常支出

経常収支差額

経常収入

教育活動収支差額

教育活動収入計

0.2%

0.2%

9.6%

10.0%

6.8%

47.6%

59.4%

36.3%

10.8%

0.2%

9.0%

80.1%

97.6%

8.9%

30.5%

7.9%

7.9%

5.4%

33.5%

11.5%

0.2%

6.1%

135.1%

83.0%

0.8%

0.8%

8.6%

①　「学校法人会計基準」に基づく事業活動収支計算書を用いて、表に示された計算式により、比率を記載すること。
　　なお、法人として当該大学のみを運営している場合は、表5－2のみを作成し、表5－3には記載しないこと。

　　ただし、医・歯学部などで附属病院を併設している場合には、表5－3も作成すること。

9

経常補助金比率

10
補助金比率

寄付金比率

経常寄付金比率

12 減価償却額比率 7.7%

11 基本金組入率 19.7%

0.5%

8.8%

8.9%

3.9%

2 人件費依存率 55.3%

1 人件費比率 45.2%46.8%

57.9%

44.5%

53.8%

47.5%

57.2%

6 事業活動収支差額比率 9.5%

5 借入金等利息比率 0.2%

4 管理経費比率 10.6%

3 教育研究経費比率 32.4%

10.9%

0.2%

6.0%

34.6%

8 学生生徒等納付金比率 81.7%

7 基本金組入後収支比率 105.3%

80.8% 82.7%

97.8%

1.5%

9.2%

9.1%

1.4%0.5%

14.1%

32.0%

11.1%

0.2%

16.5%

104.1%

0.7%

0.7%

7.9%

8.4%

13 経常収支差額比率 9.4%9.7%

8.2%

7.4% 7.7%

12.2%

9.9%14 教育活動収支差額比率 7.5%

8.2%

5.1%

2.4%



表5－3
事業活動収支計算書関係比率（大学単独）　　　当該大学のみを運営しているため記載なし

比    率 計算式 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備 　 考
人件費

経常収入

人件費

学生生徒等納付金

教育研究経費

経常収入

管理経費

経常収入

借入金等利息

経常収入

基本金組入前当年度収支差額

事業活動収入

事業活動支出

事業活動収入－基本金組入額

学生生徒等納付金

経常収入

寄付金

事業活動収入

教育活動収支の寄付金

経常収入

補助金

事業活動収入

教育活動収支の補助金

経常収入

基本金組入額

事業活動収入

減価償却額

経常支出

経常収支差額

経常収入

教育活動収支差額

教育活動収入計

①　「学校法人会計基準」に基づく事業活動収支計算書を用いて、表に示された計算式により、比率を記載すること。

②　大学単独のものを記載すること（医、歯系学部を有する大学の場合、附属病院などを除外すること）。

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

9
寄付金比率 ％ ％

経常寄付金比率 ％ ％

％

％

％

8

借入金等利息比率 ％

％

％

％

％

％

13 経常収支差額比率 ％ ％

14 教育活動収支差額比率

％

％ ％ ％

11 基本金組入率 ％ ％

12 減価償却額比率

管理経費比率 ％ ％

％

％

3 教育研究経費比率 ％

学生生徒等納付金比率 ％ ％

％

％

7 基本金組入後収支比率 ％

％

6 事業活動収支差額比率 ％ ％

％

％

5

10
補助金比率 ％

％

2 人件費依存率 ％ ％

％

％

1 人件費比率 ％

％

4

％

％

経常補助金比率 ％ ％

％

％

％ ％

％

％

％

％

％

％

％



表5－4
貸借対照表関係比率（法人全体のもの）

比    率 計算式 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 備  考
固定資産

総資産

有形固定資産

総資産

特定資産

総資産

流動資産

総資産

固定負債

総負債＋純資産

流動負債

総負債＋純資産

運用資産－総負債

総資産

運用資産－外部負債

経常支出

純資産

総負債＋純資産

繰越収支差額

総負債＋純資産

固定資産

純資産

固定資産

純資産＋固定負債

流動資産

流動負債

総負債

総資産

総負債

純資産

現金預金

前受金

退職給与引当特定資産

退職給与引当金

基本金

基本金要組入額

減価償却累計額（図書を除く）

減価償却資産取得価額（図書を除く）

運用資産

要積立額

13.4%

15.5%

283.3%

38.5%

96.9%

27.8%

82.5%

86.7%

74.1%

1.5%

13.3%

7.5%

5.9%

10.9%

140.3%

86.6%

13.7%

15.9%

74.8%

41.0%

99.0%

49.9%

74.6%

193.0%

220.0%

169.2%

13.4%

70.8%

3 特定資産構成比率

20 積立率 86.8%

2.4%

7 内部留保資産比率

17 退職給与引当
特定資産保有率

40.2%

14 総負債比率 14.9%

13 流動比率

固定長期適合率 94.4%

11 固定比率 104.6%

12

105.5%

96.3%

111.5%

102.1%

100.2%

92.2%

65.4% 225.5%

19 減価償却比率 49.0%

16 前受金保有率 238.4%

15 負債比率 17.5%

18 基本金比率 96.2% 96.6%

50.6%

15.5%

216.8%

39.4%

97.9%

51.4%

41.1%

10 繰越収支差額
構成比率

-9.7%

9 純資産構成比率 85.1%

9.2%

8 運用資産余裕比率 135.0%

11.0%

144.7%

86.6%

-10.6%

9.5%

140.0%

86.3%

-14.0% -11.1%

固定資産構成比率 89.0%

6 流動負債構成比率 5.7%

5 固定負債構成比率 9.2%

91.4%

74.1%

3.2%

8.6%

8.3%

5.1%

2 有形固定資産構成比率

96.2%

75.4%

4.0%

3.8%

7.9%

5.8%

①　「学校法人会計基準」に基づく貸借対照表を用いて、表に示された計算式により、比率を記載すること。

4 流動資産構成比率 11.0%

82.2%84.6%

90.0%

70.8%

2.5%

10.0%

8.8%

5.6%

9.6%

136.3%

85.6%

-10.3%

105.2%

95.4%

177.4%

14.4%

16.9%

1



表5－5
要積立額に対する金融資産の状況（法人全体のもの）（過去5年間）

(単位：千円)

要積立額 金融資産 要積立額 金融資産 要積立額 金融資産 要積立額 金融資産 要積立額 金融資産

463,144 0 464,890 0 461,976 0 465,346 0 465,470

2,671,180 0 2,785,622 0 2,906,224 0 3,024,181 0 3,162,526

99,121 0 100,000 0 200,000 0 300,000 0 3,000

- - -

119,000 119,000 119,000 119,000 119,000

663,428 608,520 570,300 532,080 493,860

51,262 70,502 79,567 78,849 110,166

186,000 191,000 182,000 191,000 176,000

1,239,467 1,128,148 977,119 413,886 1,564,594

1,281,346 1,416,007 1,253,068

22,990 29,792 54,818

4,067,135 2,729,803 4,148,534 2,764,947 4,337,067 1,159,119 4,519,456 604,886 4,354,022 3,048,480

11,647,722 11,778,502 11996742 12169661 12315088

23% 23% 10% 5% 25%
1042% 948% 821% 348% 1315%

① 「学校法人会計基準」に基づく貸借対照表を参照して記載すること。
② 「学生生徒等納付金に係る学生数」の欄には大学及び大学院のほか、同一法人内の他の学校も含めて記載すること。

合計 1,349 1,396 1435 1355 1354

令和3年度 令和4年度 令和5年度
横浜商科大学 1,349 1,396 1435 1355

令和2年度
1354

総資産に対する金融資産の割合

4号基本金に対する現金預金の割合

学生生徒等納付金に係る学生数
令和元年度

総資産

減価償却累計額

2号基本金引当資産

3号基本金引当資産

4号基本金

借入金

未払金・割賦金

その他引当特定資産

現金預金

有価証券

未収入金

計

令和5年度令和元年度 令和3年度 令和4年度令和2年度

退職給与引当金
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